第２号様式の４（第１７条、第１８条関係）

eq \o\ac(○,秘)　特別支援学級編制対象児童生徒調査書

教育委員会名　　　　　　　　　 

学校名　　　　　　　　　学校
	作成年月日
	　　　　年　　月　　日
	作成者
職名・氏名
	

	児童生徒
	氏　名
	
	生年月日
	年　　月　　日
	性別
	

	
	現住所
	
	保護者名
	

	教　育　対　応

(　含　予　定　)

※ 該当学年にレをつける
	学校種別
	小　　学　　校
	中　　学　　校

	
	学年
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	１
	２
	３

	
	特別支援学級在級学年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	就学猶予、免除の記録
	
	学校教育法施行令

第２２条の３

※ 該当者は○をつける
	

	障害の種類
	

	標準検査
の記録
	種別
	名　　　称
	結　　　果
	検査年月日
	検査実施機関等

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	障害と関係があるとみられる生育歴、相談歴等
	

	学習の状況
	

	行動の特徴など
	

	特別支援学級入級に

対する保護者の意向
	

	教育支援委員会に

おける審議・判断
	

	教育委員会としての

特別支援学級入級に

関する総合所見
	


＜作成上の留意点＞

◎　公的な教育機関（県立特別支援学校、及び市町村（学校組合）の教育相談機関等）の教育相談の結果に基づき、市町村（学校組合）教育委員会の責任のもと、新たに当該学校の特別支援学級に入級を予定する児童生徒、また、既に特別支援学級に入級していたものが、状況の変化等により異なる障害種別の特別支援学級に入級を予定する児童生徒一人一人について作成すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎  医療機関の診断書等は必要に応じて参考資料として添付してもよい。
◎　特別支援学級在級学年欄には、該当欄にレ印を記入すること。

◎　学校教育法施行令第２２条の３の欄には、該当者のみ○印を記入すること。

◎　障害の種類が知的障害である場合の標準検査の記録は、個別式知能検査（実施後２年以内のもの）、個別式知能検査が適切でない場合は発達検査のいずれか、及び社会生活能力検査の結果を記入すること。
◎　「教育委員会としての特別支援学級入級に関する総合所見」の欄については、児童生徒の障害の状況が、特別支援学級の障害の種類及び程度に該当していること、また、特別支援学級における教育対応の必要性について、具体的に記入すること。

